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緒言

平成24年度から中学校において新学習指導

要領が全面実施される。新学習指導要領では，

現行の学習指導要領の理念である「生きる力J

を育むことを継続するとともに、教育基本法や

学校教育法の改正を踏まえ、「生きる力」を育

むという学習指導要領の理念を実現するため、

その具体的な手立てを確立する観点から改訂を

行うと示されている(文部科学省、 2008)。文

部科学省の示す「生きる力Jとは、『基礎 ・基

本を確実に身に付け、いかに社会が変化しよう

と、自ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動

し、よりよく問題を解決する資質や能力~ w自

らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思

いやる心や感動する心などの豊かな人間性』

『たく ましく生きるための健康と体力』とされ

ており、それぞれ『確かな学力~ w豊かな人間

性~ w健康と体力』と表現されている。

林 (2011) は、改訂のポイントのーっとし

て、集団宿泊活動や自然体験活動などを特別活

動等で推進することが挙げられ、豊かな心や健

やかな体の育成のために体験活動の充実が図ら

れているとしている。また、新中学校学習指導

要領保健体育(文部科学省、 2008) の中には、

「自然とのかかわりの深いスキー、 スケー トや

水辺活動などの指導については、地域や学校の

実態に応じて積極的に行うことに留意するもの

とする」と従前通り、内容の取り扱いに示され

ている。同様に新小学校学習指導要領体育

(2008)、新高等学校学習指導要領保健体育

(2009) においても、それぞれ「自然とのかか

わりの深い雪遊び、氷上遊び、スキー、 スケー

ト、水辺活動などの指導については、地域や学

校の実態に応じて積極的に行うことに留意する

ことJ、「自然とのかかわりの深いスキー、スケー

トや水辺活動などの指導については、地域や学

校の実態に応じて積極的に行うことに留意する

ものとする」と示されている。

久保ら (2003) は、水辺活動であるウォー

タープログラムを実践し、 実践前と比較し、実

践後において児童の自己効力感が上がったとし

ている。 このほかにも多くの研究で、自然体験

を行うことによって、児童 ・生徒の社会的スキ

ル、自己の概念が向上することが明らかにされ

ている。しかし、学校教育現場における水辺活

動の採用は、小学校で32%、中学校で23%程

度であると報告されており(千足ら、 2003)、
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必ずしも十分な活動が行われているとはいえな

い。水辺活動の実施を阻害する要因に関する調

査結果によると、「安全上の問題Jr時間的な問

題Jr指導者がいない、または不足している」
という問題点が挙げられている。ほかにも、学

校教育の中で水辺活動を行うにあたっての問題

点を自由記述形式によって調査した結果、「水

辺活動のための環境が身近に見つけにくい」等

の施設や実施場所に関する問題点、「水辺まで

に行くのに時間を要するので、授業の組み変え

など、難しい面があって十分な活動時間がとれ

ないj 等の実施時間に関する問題点、「何か事

故があったときの責任追及が怖くてやっていな

いのが現状だと思う」等の安全管理に関する問

題点が挙げられている(千足、 2005)。

このように、新学習指導要領において水辺活

動は奨励されているものの、多くの阻害要因が

存在しており、なかなか積極的に行われていな

い現状がある。四方を海に固まれた沖縄県にお

いては、水辺活動を行う上での地理的条件に恵

まれており、 他県と比較して、容易に水辺活動

を行う環境が整っていると考えられるが、学校

現場で実践されている水辺活動はそれほど多く

ない。本県における学校現場での水辺活動とし

ては、大学体育実技や専門体育実技で行われて

いるライフセービング実習(真栄城ら、 2011)

や小学校の水泳授業と海洋実習をリンクさせ、

シュノーケリング技能と安全に配慮する態度を

身に付けさせる授業実践がみられる(赤嶺ら、

2008)。また、発展的な授業として、宿泊体験

学習におけるシュノーケリング体験との連動を

試みた授業実践があり、その実践では、体育学

習にマリンスポーツとしてのシュノーケリング

を採用して児童の安全教育、技能教育、生涯ス

ポーツへの動機付けなどの効果が得られたとし

ている。

以上のことから、水辺活動を行うにあたって

阻害要因は多くあるものの、 学校教育において

水辺活動を行うことは大変意義深いことである

と考えられる。しかし、沖縄県において水辺活

動を取り入れている学校は少ない。また、県内

中学校における水辺活動の実践報告について概

観すると、紀要レベル以上での報告が未だにさ

れていない。さらに、生徒の変容を何らの尺度

を用いて量的に検討する研究は見られるものの、

質的に検討した研究は少ない。そこで、本研究

では中学教育における水辺活動導入の試みとし

て、選択授業体育の授業時間において宿泊体験

活動を伴ったシュノーケリング体験活動の授業

を実践し、中学校教育における水辺活動の教育

実践効果を質的に検討することを目的とした。

E 研究方法

1 調査対象

沖縄県内にあるR中学校 3年生選択授業体育

の受講者40名(男子25名、女子15名)とした。

2 調査時期

宿泊体験活動を伴ったシュノーケリング体験

活動の期間である 7 月 26 日 ~28 日の 3 日間に

実施した。この期間に調査を実施した理由は、

宿泊体験活動を伴ったシュノーケリング体験後

に、生徒がどのように変容したのかをみるため

である。

3 調査方法及び内容

宿泊体験活動中に、宿泊体験活動を通しての

感想、を 3日間にわたり自由記述で記述させた。

4 分析方法

(1)テキストマイニング

自由記述の分析をするためにテキストマイニ

ングを用いて分析を行会った。テキス トマイニン

グとは、テキストをマイニング(採掘)する こ

とを意味し、大量のテキス トから新たな事実や

傾向を発見する技術である。なお、分析にはテ

キストマイニング トレン ドサーチ (2008) を

用いた。

手111貢1 宿泊体験活動を伴ったシュノーケリン

グ体験活動終了後に生徒が自由に記述

した感想、をそのままExcelに入力し、

テキス ト化した。

手111員2 :シュノーケル、シュノーケリングなど

同義ではあるが異なる表現している単

語を同じように扱うために置換し、未
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知語として判定された単語を正しく登

録して、データをク リーニングした。

手順3:各種の分析(形態素解析、重要度、コ

ンセプ トマップ化)を行った。

6 指導の実際

(1)授業者

R大学特命研究員(ライフセーパー)の指導

を中心とし、中学校保健体育教員1名及び保健

体育非常勤講師2名の計4名で行った。

(2)授業時数及び宿泊体験活動

選択授業の時間に週 1回の計15単位時間 (1

単位時間は50分)行った。宿泊体験活動は国

立沖縄青少年交流の家(渡嘉敷島)にて2011

年7月 26 日 ~28 日の3 日間実施した。

(3)授業内容

授業及び宿泊体験活動の詳細は表1、 2に示

す。

表 1 授業実践内容

授業11寺数 活動内容

1時間目
オリエンテーショ ン、授業苦|画 ・評価fiの
説明

2時間目
リスクマネジメン 卜の基本的な考え方、
水辺におけるリスクマネジメント

3f1寺院司自 海の知識、海洋危険生物と対処方法

4時間目 応急手当(心肺蘇生法)

5時間目
プールにおける実習、水中自己防衛術、
簡単なレスキューテクニック

6時間目
身近にあるものを利用したレスキューァ
クニック(ペッ トボトル、ロープワーク)

プールにおける シュノーケ リング実習
7f1寺問目 (シュノーケリング、マスク、フィ ンの

使用方法)

プールにおけるシュノーケ リング実習
8時間目 (シュノーケリング、マスク、フィ ンの

使用方法)

プールにおけるシュノーケ リング実習
9時間百 (シュノーケリング、マス夕、フィ ンの

使用方法)

プールにおけるシュノーケ リング実習
10時間目 (シュノーケ リング、マス夕、フィンの

使用方法)

プールにおけるシュノーケ リング実習
11時間目 (シュノーケリング、マス夕、フィ ンの

使用方法)

宿泊体験活動を伴ったシュノーケリング体験

12時間目 実習を終えての壁新聞づくり

13時間目 実習を終えての壁新聞づくり

1411寺問目 実習を終えての壁新聞づく り

15時間目 壁新開発表会

表 2 宿泊体験活動日程

日程 11寺問 活動内容

9:00 集合

10 :00~ 
フェリーけらまにて渡嘉敷島へ11:10 

11:30 国立1中純T~f少年交流の家キャンプ場へ

12:00 入村式，昼食，休憩

1 13 :30~ 海洋研修①シュノーケリング
日 16:00 
目 16:00 ウェットスーツの片付け，入浴

17:00 野外炊飯(カレーフイス)

19・30 グループ活動

21:30 一日の反省

22:00 就寝

7:00 起床，散歩，ミーティング

7:30 洗面

8:00 朝食

8:45 清掃

9:00~ 海洋研修②シュノーケリ ング11:45 
2 
日 12:00 昼食 ・休憩
目 13:30~ 海洋研修③シュノーケリング16・00

17:30 夕食 (BBQ)

20:00~ キャンプファイヤー21:30 

21:30 一日の反省

22:00 就寝

7・00 起床，散歩，ミーティング

7:30 洗面

8:00 朝食

9:00 テン ト撤収
3 
日 10:15 キャンプ場の清掃
目
11:30 退所式

12:00 昼食

14:00~ マリンライナーとかしきにて泊港へ14:35 

14:35 frW散

E 結果及び考察

1 形態素解析による分析

表 3は、感想の総文字数、総単語数を分析し

た結果を示している。その結果、総文字数は9

250であり、総単語数は1687であった。

総文字数

9250 

表3 基礎表

総単語数

1687 
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初日、 2日目、最終日における感想をそれぞ

れ品詞分解し、キーワード、重要度、出現頻度

を抽出した。表4、5、6はその結果を示してい

る。初日は146のキーワードが抽出された。ま

た、重要度 1以上のキーワードを抽出すると、

「楽しい(重要度2.12)J ["する (2.10)J ["シユ

ノーケリング (2.04)J ["海(1.90)J ["泳ぐ

(1.69) J ["良い(1.61)J ["出来る(1.59)J ["見る

(1.53) J ["魚(1.50)J ["安全(1.39)J ["足(1.36)J 

「カレー(1.23)J ["出奇麗(1.17)J ["おいしい

(1.17)J ["つる(1.13)J ["頑張る(1.12)J ["まと

める(1.07)J ["楽しむ(1.06)J ["深い (1.00)J 

の19語が重要キーワードとして算出された。

品詞の内訳は、名詞7語、動詞8語、形容調4

語であった。抽出された語を検討すると、「海J

での「シュノーケリング」を通して、「海」や

「魚」の「続麗」さを「見る」ことが「できj、

「安全」 に気をつけながら「楽しく」活動して

いたことがうかがえた。しかし、初めての海で

の実習で長時間泳いだことによって、「足Jを

表4 重要キーワードと出現頻度 (n=359)

語句 重要度 出現頻度

楽しい 2.12 19 

する 2.10 16 

シュノーケリング 2.04 19 

海 1.90 19 

泳ぐ 1.69 10 

良い 1.61 10 

出来る 1.59 15 

見る 1.53 10 

魚 1.50 10 

安全 1.39 3 

足 1.36 10 

カレー 1.23 5 

続磁 1.17 6 

美味しい 1.17 6 

つる 1.13 6 

頑張る 1.12 4 

纏める 1.07 4 

楽しむ 1.06 4 

深い 1.00 5 

「つって」しまった様子もみられた。また、グ

ループの班長にはグループをまとめて協力して

活動するよう指導したため、グループをまとめ

るという意識が高まったことから「まとめる」

という語句が抽出されたと思われる。

さらに、「頑張るJ["楽しむ」という語句から

は、明日の活動に対して主体的に取り組もうと

する意欲を読み取ることができる。

2日目は159のキーワードが抽出された。ま

た、重要度 I以上のキーワードを抽出すると、

「楽しい (2.02)J ["見る (2.01)J ["良い(1.86)J 

「キャンプファイヤー(1.75)J ["海ガメ(1.71) J 

「出来る(1.68)J ["泳ぐ(1.64)J ["魚(1.45)J 

「シュノーケリング(1.42)J ["最後(1.39)J 

「海(1.37)J ["嬉しい(1.36)J ["入る(1.16)J 

「楽しむ(1.12)J ["潜る(1.01)Jの15語が重要

キーワードとして算出された。品詞の内訳は、

名詞6語、動詞6語、形容詞3語であった。 抽

出された語を検討すると、「シュノーケリング」

中に「海ガメ」や「魚」を「見る」ことが「で

きJて「嬉しかった」様子や「良かった」と感

じている様子がうかがえた。また、「潜る」と

いう語句から、一日目よりも泳ぐことに慣れて、

より深いところまで潜ることができ、シュノー

表5 重要キーワードと出現頻度 (n=426)

語句 重要度 出現頻度

楽しい 2.02 16 

見る 2.01 32 

良い 1.86 18 

キャンプファイヤー 1.75 10 

海ガメ 1.71 19 

出来る 1.68 19 

泳ぐ 1.64 11 

魚、 1.45 13 

シュノーケリング 1.42 16 

最後 1.39 9 

海 1.37 23 

嬉しい 1.36 9 

入る 1.16 8 

楽しむ 1.12 6 

j笛る 1.01 5 

一
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ケリングを楽しんでいたと考えられる。 一日目

同様に、「楽しむ」という語句が抽出されたこ

とは今回の研修に主体的に取り組もうとする意

欲が継続していると思われる。

最終日は298のキーワードが抽出された。ま

た、重要度 l以上のキーワードを抽出すると

「出来る(1.82)J r知る(1.51)J r良い(1.50)J 

「海(1.47)J rこの(1.40)J r体験(1.38)J r見

る(1.28)J r研修(1.22)J r渡嘉敷(1.15)J 
「思う(1.10)J r泳ぐ(1.09)J r楽しい(1.08)J 

「シュノーケリング(1.05)J rする(1.03)J 
「なる(1.01)Jの15語が重要キーワードとして

算出された。品詞の内訳は、名調5語、動詞7

語、形容詞2語、連体詞 1穏であった。 抽出さ

れた語を検討すると、今回の「渡嘉敷」での

「研修Jにおける「シユノーケリングJを通し

て、「海ガメJや魚を「見る」ことで「海」に

ついて「知る」ことが「で、き」、「良かったJ、

「楽しかった」様子がうかがえた。また、 「楽し

いJr良いJr体験Jrなる」という語句から、

今回の研修が生徒たちにとって、活動内容が楽

しく、自分自身にとって良い体験になったと感

じていることが把握された。

表6 重要キーワ ドと出現頻度 (n=902)

語句 重要度 出現頗度

出来る 1.82 35 

知る 1.51 11 

良い 1.50 28 

海 1.47 44 

この 1.40 16 

体験 1.38 18 

見る 1.28 21 

研修 1.22 25 

渡嘉数 1.15 15 

思う 1.10 26 

1永ぐ 1.09 14 

楽しい 1.08 20 

シュノーケリ ング 1.05 24 

する 1.03 12 

なる 1.01 18 

2 コンセプトマップによる分析

コンセプトマップとは、テキストデータを視

覚化し、線は語句の共通性が強いほど相対的に

太く表現されるようになっている。初日、2日

目、 最終日における感想をそれぞれコンセプト

マップで読み取りを行った。図 1、2、3はそ

の結果を示している。図 1は初日の感想、におけ

るコ ンセプトマップを示している。中央上の線

内の語句から、シュノーケリングを安全に楽し

む、安全に気をつけているという様子がみられ

た。また、 海の締麗さに感動している様子もう

かがえた。これらのことは、今回の研修が水辺

活動の意義で、ある安全に対する意識づ、けや行動、

自然に感動する心などを育てることにつながっ

た可能性を示している。新学習指導要領解説に

おいて「自然のすばらしさを味わうとともにそ

れを愛護しようとする気持ちを実感できる自然

体験活動、学校の教育活動全体において各教育

活動の特質や生徒の興味・関心を考慮し、広い

意味での豊かな体験をさせることを通して自然

な形で生徒の内面に根ざした道徳性が育成され

るようにすることが大切であるj とされている。

また、安全に関する指導については、「安全に

対する情報を正しく判断し、安全のための行動

に結びつけるようにすることが重要であるJと

いう記述もみられる。今回の研修では新学習指

導要領が示す豊かな心の育成や安全に関する指

導に対して一定の効果があったと思われる。

左下の線内の語句から、マスクやシュノーケ

ルに海水が入ったときに、マスククリアやシユ

ノーケルクリアなどを行うことを知識として理

解していることが推測できる。しかし、実際の

記述をみてみると、「シュノーケルクリアがで

きなくて海水を飲んだJとあり、マスククリア

やシュノーケルクリアをまだ習得できていない

生徒がいたことがわかる。このことは、天候の

影響で、遠泳の授業が行えなかったため、技能習

得が不十分になってしまったと考えられる。

図2は2日目の感想におけるコンセプトマッ

プを示している。 中央の線内の詩句から、シュ

ノーケリングをしながら、魚、や海ガメを見るこ

とができて嬉しかった、逆に見られなかった生
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図 1 初日の感想、におけるコンセプ トマップ

徒は残念に感じていることがうかがえた。今回

のように自分が泳ぎながら実際に海中を泳いで

いる魚や海ガメを見るという体験は日常生活で

はなかなか体験できることではなく、水辺活動

特有の体験であることから、学校現場において

可能な限り積極的に水辺活動を取り入れること

は意義深いことであると考えられる。右上の線

内の語句からは、初日と比べて、泳ぐことに対

して慣れてきて、深く潜って泳いでいる様子が

見られる。また、初日には抽出された「シュノー

ケルクリアJという語句が2日目には抽出され

なかった。このことは、指導者が初日の研修終

了後、 シュノーケリングクリアやマスクク リア

~ 
際主主3

の仕方について確認を行ったことにより、生徒

たちは初日の課題を認識し、改善することがで

きたためであると考えられる。

図3は最終日の感想、におけるコンセプトマッ

プを示している。中央右の線内の語句から、今

回の研修で、これまで体験したことのない貴重

な体験をすることができ、思い出になった様子

がうかがえた。また、グループで協力しながら

活動して楽しく感じていることが把握できる。

中央から中央下にかけて固まれた線内の語句か

らは、 海について知ることができた、わかった

という理解の深まりを示している。さらには、

危険に対して自分の身は自分自身で守ることに
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図3 最終日の感想におけるコンセプ卜マップ

ついての理解もみられた。左下の線内の語句か

らは、ルールを守ることに対する意識がうかが

えた。これは初日、 2日目には抽出されなかっ

た語句であり、研修を通して、ルールを守るこ

との大切さを実感したと考えられる。中央下の

線内の語句からは、今回の研修を企画してくれ

た先生方への感謝する気持ちを示している。こ

のことは、シュノーケリング終了後に毎回、海

に対して感謝の念を込めて、お礼をするという

指導を行った成果として、先生方ヘ感謝する気

持ちが芽生えたと思われる。

N 結論

来年度から中学校において新学習指導要領が

全面実施され、「生きる力」を育むことが継続

して掲げられている。その中で新中学校学習指

導要領保健体育においては水辺活動などの指導

を地域や学校の実態に応じて積極的に行うこと

とされている。

しかし、四方を海で固まれて水辺活動を行う

上での地理的条件に恵まれていると考えられる

沖縄県においても水辺活動を実践している学校

は少ない。そこで、本研究では中学教育におけ

る水辺活動導入の試みとして、選択授業体育の

授業時間において宿、泊体験学習を伴ったシュノー

ケリング、体験活動の授業を実践し、中学校教育

における水辺活動教育実践効果を質的に検討す

ることを目的とした。

自由記述による感想、を分析した結果、研修に

主体的に取り組もうとする意欲が高まっている

こと、研修が自分自身にとって良い体験になっ

たと感じていることが把握された。また、豊か

な心の育成や安全に関する指導に一定の効果が

みられ、ルールの遵守、感謝の気持ちが溜養さ

れた。しかし、技能に関しては授業時数の関係

上、不十分な点もみられた。

V 今後の課題

本研究は選択授業における体育授業の一環と

して、宿泊体験活動を伴う水辺活動の授業実践

を行った。しかし、来年度から実施される新学

習指導要領においては選択授業は必修ではなく、

学校裁量に任されている。そのため、本研究で

行ったように選択授業において水辺活動を実施

することは現行の学習指導要領と比べて、難し

くなる可能性がある。ただし、特別活動や総合

的な学習の時間と関連させて実施することは可

能であると考えられる。また、技能の習得 ・習

熟に関しては不十分な点もみられたため、授業

時数内での技術指導の時間を確保する必要性が

示された。

- 81-

~ ， 



(資料) 活動の写真集

シュノーケリング前の準備体操の様子

装備着用の様子

シュノーケリングの様子
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